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大阪歯科大学

2012年歯学部第 4問

4 次の問に答えよ．

(1) xy平面上の円 x2 + y2 = 1上の点 P(cosµ; sinµ)と A(¡1; 0)を考える．ただし，¡¼ < µ < ¼とす

る．直線APの傾きを tとしたとき，cosµと sinµを tを用いて表せ．

(2) ¡¼ < µ 5 ¼とする．µの関数 f(µ) = 1 + cosµ
3 cosµ¡ 2 sinµ+ 5 の最大値と最小値，またそのときの µの値

を求めよ．


